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徳島大学病院循環器内科の楠
瀬賢也講

師

らの研究グル ー プ
が、 独自に開発した医療人工知
能(AI)システムを使い、
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予後の予測に

も

活用できる

こ

と
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タ ーネット環境があれば利用で
きるため、 専門医が不足しがち
なへき地

や

離島な

ど

での医療へ
の応用が期待される。 19 日に国
際英文誌に掲載された。

システム開発し臨床研究
ェ
ッ
ク
ス
墾画
像
（
左）
と 、
A
ー

シ
ス
テ

ム
で
心
不
全
確
率
を
算
出
す
る
に
当た
り 、

診
断
根
拠
と
し
た
部
分
が
色
の
濃
淡
で
表
示

さ
れ
た
画
像
（
右）
11

楠瀬講
師
提供 虚血性心疾患60代男性

入院治療開始
心不全確寧

0.99348664 (99.3%) 

エックス線画像20秒で解析

徳
大・
楠
瀬
講
師
ら

る。
解

析根拠
を
可
視化

す

る

こ

と
で
信
頼
性
を
高
め、
医

師

の
診断
の
手
助
け
と
な
る

こ

と

が
期
待
さ
れ
る。

臨床
研
究
は 、
20
年
11
月
か一

ら
22
年
1

月
に
か
け
て
実
施 。

徳
大
に

心

不全
で
入院
し
た
患

師
者
で
研
究
に
適

す

る
と
判断
し

也
た
1
9
2
例
の

エ

ッ

ク

ス

線
画

講賢

像

を
解
析
し
た。

そ
の
結
果 、

有効
な
治
療
を

瀬楠
施

す

前
と
後
で
は 、
解
析
し
た

グ
ル
ー

プ
は
2
0
2
0
年
に

心

不全
確率
が
お
お
む
ね
低
下

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た。
9
0

し
て
い
る

こ

と
が
判
明。

心

不

0
例
の
胸
部

エ

ッ

ク

ス

線
画
像

全
の
重
症度
を
ほ
ぼ
正
確
に
認

や

カ
テ

ー
テ
ル
検査
結
果
を
A
識
で
き
て
い
る
と
み
ら
れ
る

こ

ー
に
学
習
さ
せ 、

心

不全
確率
と
が
分
か
っ

た。

心

不全
確率

を
算
出

す

る
仕組
み 。
当
初
は
が
50
％
以
上
の
場
合
は
再
発
に

専
門
の
装
置

を搭載
し
た
パ
ソ
よ
る
再

入院が
増
え
る

こ

と

も

コ
ン
が
必
要
で、
決
ま
っ
た
場
明
ら
か
に
な
っ
た。

所
で
し
か
運
用
で
き
な
か
っ
た

23
日
の
定
例
会
見
で
研究
の

が、
改
良
を
加
え 、
オ
ン
ラ
イ
成
果
を
発

表

し
た

楠瀬講

師

は

ン
で
利
用
で
き
る
よ

う

に
な
っ
「
医
療
現場
で
の
実
用
に一
歩

た。

近
づ
い
た。

今後
は

ど
こ

に
い

改
良
版
で
は 、
電
子
カ
ル
テ
て

も

胸
部

エ

ッ

ク

ス

線

の

画
像

の

エ

ッ

ク

ス

線
画
像

を
⑳
秒
で
1

枚
で

心

不全
の
重症
度

や

リ

解析
し、

心

不全
の
確率
を
算
ス

ク

評
価
を

行

え
る
よ

う

に
し

出 。
解
析
に
当
た
っ
て
着
目し
た
い」
と
話
し
た。

た
部分
を
色
の
濃
淡
で

表

示

す

（
佐藤
聡
美）

心
不
全

医
療
A
1
で
検
知

｀

 

う

や
ど


